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頁 ｜ 段 ｜ J二から ｜行目｜（左，右） 下から
苦，JPi、 正

445 _I: 6 castronomic astronomical 

446 左 島t 4 ているが， ているので，

447 右 J二 2 800秒， 回O秒），

448 左 上 7 行われている。） 行われている）。
，， 右 上 11 よばれ， よれば，

451 左 下 2 scinl- scint-

452 左 下 10 4.2, 4.3 4. 1, 4.2 

453 右 上 12 Base Line Baseline 
II 右 _I: 18 pp. 5ー1005 pp. 995-1005 
，， 右 ーと 24 Mellimeter Millimeter 

454 左 下 16 Baselin Iaterferometric Baseline Interferometric 
，， 右 上 21 Potantial Potential 
。 右 下 4 自由 (34} 

459 右 下 7 Km km 

463 上 1 part ][ part II 

467 第4図 図の説明 左からコンパータ／ 左から IFコンパータ／

468 第5図 図の説明 31001式 3100－式

469 左 上 7 節 章

471 左 下 8 すべての すべてとの
，， 右 第l図中 18m中 12.Smゆ

472 左 下 3 表れている。 現れている。

475 右 下 14 できる， できるが，

476 左 下 2 •exp [ -V2/2G2V2e11dV] ・exp [-V212G2V2e11]dV 

478 左 第1表中 4Hz 4kHz 

491 右 第第図~の~説図図， の明
ノマツファアンプ バッファアンプ

492 左 下 6 本システムより 木システムにより

493 上 2 devided divided 

，， 下 4 down converters down-converters 

495 右 上 20 角度分能 角度分解能

496 左 (8）式右辺

N~（~；：~山 N~（：：： '""'"• -εo dip cosε。J[1-dε COSoo 1 -tJε 

sin ε。J[tJε1 sin ε0 t1ε1  

，， 右 第1表中 UTI-UTC UTl-UTC 

497 左 下 追加 14行目の下に加える μD：水蒸気を含まない平均分子の重さ

，， 左 上 12～17 ． ， ．． 
下 14～18 

498 左 凶の，右凶辺式
rx官（r) 7’町（τ〕

503 右 上 11 136. 5 μs 136. 56 μs 

507 右 上 23 2. L 2. 1 

511 友 (5）式右辺 " τt 

512 左 上 8 y1 Y’ 

513 右 上 1 Ha(w) H。（ω）

，， 右 上 9 IC対応 lζ対応）

517 上 1 domeetic domestic 

，， 下 5 analysys analysis 

525 右 上 5 ラジアン1秒 ラジアン／秒

529 下 5 carryingout carrying out 

530 上 3 22. 35:GHz 22.235GHz 

531 右 (5）式左辺 σg2(r〕 σ2官（r)



頁＼ ct~~右） ＼キi~~· ＼行自i 誤 正

532 右 (9）式右辺 σg2('Z") ,2σ2官（•）

，， 左 上 σx2 σ2x 
(8), (9）式中

533 左 上 1 領域ではが 領域では

534 左 上 6 15-1s 10 15 

，， 左 下 6 の値が， Q常温 のQ値が，常温
，， 左 下 1 マイクロ波ケ波数帯 マイクロ波周波数帯

I/ 右 下 6 precisionooscillators precision oscillators 

537 右 下 9 Deley Delay 

539 右 下 5 Cローー 一・00
I/ 左 下 9 到差 到達時間差
，， 左 下 8 ) ) Iとより， ）により，

I/ 右 下 15 varmg vary mg 

540 右 上 18 B B2 

541 左 上 4 ・・・・日明 ・・・(18) 

543 右 上 3 resolutcon resolution 

544 右 上 1 Redun-dacy Redundancy 

547 第11図 図の説明 fring phase fringe phase 

548 第13図 図の説明 vesolution resolution 

549 右 上 9 Vevy Very 

552 左 下 21 次のの点 次の点
I/ 左 下 20 変化範囲内 変化する範囲内

560 第1表 表の説明 右肩に加える (2) 
，， 右 上 2 値が示されている。 値が示されているω。
561 右 上 5 differentia di任erential

562 右 下 7 Gold store Goldstone 

563 右 下 11 interferferometry interferometry 

565 上 12 Chapter chapter 
I/ 下 6 antenna antennas 

569 右 下 8 σ0 σ。

572 右 下 3 半経 半径

577 左 上 1 既でに 既l乙
579 第3図 図の説明 OEP 0印
，， 右 上 5 位置角は， 60° 位置角は60°,
，， 右 上 8 変化を。 変化を，

580 第5図 図の説明 goldstone Goldstone 
581 左 上 5 an am・
582 第7図 図の説明 フリンジ振幅，（a,b），と フリンジ振幅（a,b）と
586 第13図 図の説明 （右上図）。 （右上図）
5部 第17図 図の説明 ビームノfターンサイドロープ ビームノマターン。サイドロープ

589 右 上 6～7 (-10-26 W /m•Hz) ( =10-2s W /m2•Hz) 
，， 右 上 21 意義 有意義
5卯 左 上 5 base lie baseline 
595 右 上 2 上げ乙でるとと 上げる乙と
600 左 下 9 度精 精度
602 右 上 2～3 （………） Te; VLB I… （・・・・H ・・・）， Te: VLB !・・・・ .. （以下同じ）
605 第2表中 x－成分 x－成分， m
606 第3表中 第2ヂJj 221. 7341+0. 030 221. 734±0. 030 
607 第4図 右 s-xのユパンド方式 s-xの2ノマンド方式
608 第5図 図の説明 VTl UTl 

609 右 上 7 AND and 
，， 右 下 7 1. 24. 1. 24 
616 右 上 10 Unh-Vn.dn(Un2+ Vn2)y Un.dE-Vn.dn=(Un2十Vn2)y
619 左 上 6 時間 時期
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